
　令和○○年度用

　　　　　　　　　　　　事業用建築物廃棄物量把握シート【区収集用】再利用計画書お助けシート【区収集用】
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4月 シールの種類
記入
数値

換算数値 料金

5月 70リットルシール 70 13.30 609 29.4

6月 45リットルシール 45 8.55 391 18.9

7月 20リットルシール 20 3.80 174 8.4

8月 10リットルシール 10 1.90 87 4.2

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

合計 172
枚

48
枚

100
枚

112
枚

24
枚

24
枚

34
枚

29
枚

16
枚

21
枚

32
枚

発生量 1470.6 kg 410.4 kg 420 kg 448 kg 45.36 kg 72 kg 51 kg 87 ㎏ 259.2 kg 68.25 kg 38.4 kg

発生量
（t) 1.47 ｔ 0.41 ｔ 0.42 ｔ 0.45 ｔ 0.05 ｔ 0.07 ｔ 0.05 ｔ 0.09 ｔ 0.26 ｔ 0.07 ｔ 0.04 ｔ

金額 67,252
円

18,768
円

8,700
円

43,792
円

2,088
円

2,088
円

2,958
円

2,523
円

6,256
円

8,211
円

12,512
円

年間金額

　■　概算値である換算重量を計算式に利用した表です。
　　　 正しい数値を出すには、排出者が計量することが大切です。 
　■　換算重量は、別紙の「ごみ量換算表」を参考にしています。
　 　　コピー紙は「A4サイズ」、雑誌は「週刊誌」、
　 　　缶は「アルミ・スチール混合」の数値を計算式に使用しています。

※１　シュレッダー屑量を再利用計画書裏面に転記する際は「⑥ミックスペーパー」欄に記入してください。
　 　　区の収集に出すと廃棄となりますので、発生量と同量を廃棄量欄にご記入ください。シュレッダー屑は可燃ごみの日に出してください。
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新聞
ミックスペーパー

雑紙
ペットボトル雑誌 段ボール びん

換算数値

缶可燃 不燃 コピー紙 シュレッダー屑

有料ごみ処理券の使用枚数から
ごみ量を推計するシートです！

②その月に使ったシール
の枚数を記入してください。

【自動計算】

1年間のトータル枚数です。

【自動計算】
換算重量とシールの合計数をかけます。

【自動計算】

一年間の廃棄物にかかった費用が出てきます。
ぜひ次年度は下回るよう、ごみ減量に努めましょう！

【自動計算】

kg⇒ｔにします。

この数値が再利用計画書に記入する数値で

す。

小数点第2位を四捨五入するのが基本ですが、切り捨
てるとゼロになる場合は、小数点第3位を四捨五入する
ようにしてください。

①シールの種類を選択します！

まずはじめに、いつも貼付するシールの種類を、下記の

表を参考にして選択してください。選択部分にカーソルを

当てクリックをするとプルダウン（▽マーク）が表示されま

す。▽マークをクリックして選択してください。

※１


